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議会から 市長に政策提言

政策提言を平林明議長が太田寛市長に提出

▲提言書はこちら

　議会では、３つの常任委員会がそれ
ぞれ市の課題についてテーマを選定し、
約１年間をかけて調査・研究を重ねて
政策提言案をまとめました。
　それらをさらに全議員による政策討論
会に諮り、３項目の「政策提言」にまとめ、
令和４年 10 月 27 日に市長に提出しま
した。

提言１　エネルギーの地産地消の推進
総務環境委員会

提言２　不登校支援のさらなる充実
に向けて

福祉教育委員会

提言３　松本糸魚川連絡道路建設
に伴う市内経済の活性化

経済建設委員会

１　市全体としての取り組み
①市はゼロカーボン宣言を行い、市民や事業者へ啓発し、それぞれの立場で取り組む
②エネルギー地産地消計画の策定
③推進するための専門部署設置
④システム導入を広域連携で検討
⑤エネルギーの自給自足・使わないライフスタイルへの市民意識の醸成・啓発

２　公共施設での取り組み
①太陽光発電と蓄電池を新公共施設に設置必須に。既存施設に設置検討。民間活力

を積極採用
②公共施設の電力は、グリーンエネルギーと地域電力から調達

３　民間事業施設と一般住宅で太陽光発電と蓄電池の設置促進
全ての屋根への太陽光発電パネルの設置支援

１　不登校への理解のための啓発の促進

２　中間教室（教育支援センターと各小中学校）と教育支援センター等の
相談業務・情報提供等の充実、登校支援のハートフルフレンド事業の
導入の検討、ICT 等の活用、不登校等対策連絡協議会等の設置

３　子どもたちの居場所づくりを進めること、公設民営の中間教室の設置
の検討、民間のフリースクールやそこに通う子どもの保護者や不登校
の子どもの親の会などへの支援

　松糸道路の計画が進行中であり、安曇野市が単なる通過点になること
なく、この道路整備が市内経済の活性化につながる事業となるように

１　松糸道路から西山山麓までの、東西主要アクセス道路整備の推進

２　計画的な土地利用のもと、企業誘致による雇用の創出で人口増、移住
定住の推進

３　自然を大切にした屋外スポーツを中心とした、体験型の新安曇野観光
の推進

特 集

3 2
安曇野市議会だより    第 69 号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2023.2.15安曇野市議会だより    第 69 号 AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2023.2.15



 モニターの導入が必要だと思う。モ
ニター制度の導入により、広く市民の意
見を聞くことにもなる。議会モニター制
度についての検討はどうなっているか？

 議長としては、議会改革に取り組んでいる。その一
環として、議会モニター制度についても早急に議論に取
り組んでいく。　　　　　　　　　　　　　　  （議長）

 あづみ野ランドの温水プールがなく
なる代替に、中房渓谷の引き湯の余り湯
を活用した施設を考えてほしい。

 健康のためにプールを活用できると
ころがなくなっている。福祉教育委員会では、学校プー
ルを集約すること、室内プールの整備を市に提言してき
た経過がある。総務環境委員会でも検討したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　  （総務環境委員会）

 インターネットライブ配信はどう
なっているか？予算的にそれほどかかる
わけではない。行政に議会としても投げ
かけるべきではないか。

 現在、県内の市議会で実施しているところは１市。
安曇野市議会では、まず現状の設備でできる、録画のアー
カイブ配信からやっていきたい。インターネットライブ
配信は次の段階と考える。　　　　  （総務環境委員会）

 松本市では、保育園のおむつの持ち
帰りがなくなったが、安曇野市ではどう
なっているか？

 安曇野市では前向きに検討してい
る。近いうちに方向性が示されるのではないか。

➡ 令和４年 12 月定例会で、公立認定こども園のおむつ
処理費用の補正予算が可決され、令和５年１月からおむ
つの持ち帰りはなくなっている。　　  （福祉教育委員会）

 市営住宅の改修のための予算を尋ね
たら、一棟４世帯分で 6000 万円とのこ
と。これなら新築した方が安上がりだ。
新築すると、その後の家賃が値上げにな
り、住み続けることが困難というのなら、
家賃補助を考えることもできたのではないか。

 公営住宅法で定められた範囲の改修工事であれば、
現在住んでいる人に低

ていれん

廉な家賃のまま提供できると説明
があり了解した。議会・委員会でしっかり精査して、責
任を果たしていきたい。　　　　　  （経済建設委員会）

 議会だよりに、「コンプライアンス
が欠落していると指摘しているにもかか
わらず、決算が承認された」という記事
があって、疑問に思った。市の契約事務
に係るコンプライアンスの問題だが、議
員は理解できていないのか。

 事務手続きを規定した財務規則には、問題とされた
事案に関わる手続きについて明記が無いため、厳密なコ
ンプライアンス違反ではないという判断をした議員が多
く、決算の否決には至らなかった。

➡　コンプライアンス欠如が指摘された事案について、
令和 4 年９月定例会の総務環境委員会で協議し、関係部
署に対して、改めて問題がなかったか検証するよう求め
ている。　　　　　　　　　　　　  （総務環境委員会）

　市民の皆さまからのご意見・ご要望については、３常
任委員会、広報特別委員会、議会改革推進委員会、ICT
研究会に振り分け、検討を進めていきます。また、行政
側にも事実確認しながら、今後の取り組みにつながるよ
う努力してまいります。

 議員の仕事として議員立法ができな
いか。議案審議、陳情・請願の受け付け
だけでなく、議員はどうやって公約を実
現するのか？

 議員個々には一般質問で政策提案している。議会と
しては、委員会ごとにテーマを決めて研究し、政策提言
している。条例も政策提言などの延長上にある。
　　　　　　　　　　　　　　  （議会改革推進委員会）

 ジェンダーギャップについての研修
は行っているか。

 市議会ではまだ研修はしていない。
取り入れていきたいと思う。　　（議長）

※ジェンダーギャップとは、男らしさや女らしさなど、社会的・
文化的に作り出された性差によって生まれる不平等や格差の
こと。

 明科地域の下水道統廃合の問題は、
財政力指数、経常比率などの予想、現在・
過去の流れがあれば分かりやすい。下水
道会計は企業会計なので複式簿記であ
る。これを理解できるよう研修等が必要
ではないか。

 議員としての資質向上を図るうえからも、企業会計
等の理解に資する研修を検討していきたい。近々に企業
会計や複式簿記について勉強会を実施する。
　　　　　　　　　　　　　　　　  （経済建設委員会）

　第９回議会報告会は、令和４年７月 23 日に開催しました。新型コ
ロナウイルス感染症対策も兼ねて、市役所４階の大会議室の会場と
オンラインとの同時開催としました。
　報告資料や動画は、市議会ホームページで今からでも
ご覧いただけます。（右の二次元コードからどうぞ）
　報告会の概要は、議会からの報告内容を中心に、前号（第 68 号）
の議会だよりに掲載しています。本号では、市民の皆さんからお寄
せいただいたご意見・ご質問に対し、議会の対応など回答させてい
ただきます。

  《議会モニター制度についての検討は》

  《あづみ野ランドのプールはどうなる》   《インターネットライブ配信　早くして》

  《認定こども園のおむつの持ち帰りは》  《市営住宅　改修より建替えの方が安上がり？》

  《コンプライアンス欠如について》

  《ほかにも、多くのご意見をいただきました》

  《議員の仕事として議員立法は》   《ジェンダーギャップ
※
の研修は》

  《明科地域の下水道統廃合について》

問 問

問

問問

問

問問

答

答

答

答

答

答

答

答

問

答

第９回議会報告会で
市民のみなさんから寄せられた
ご意見・ご質問にお答えします

オンライン配信のカメラ視点で

初のオンラインと会場での同時開催 不登校でもいいとするのか、学校に
戻るほうがいいとするのか。不登校の原
因は複雑。もっと掘り下げて探るべきで
は？

 平成 28 年に教育機会確保法が成立し、文科省も多
様な学びを推

すいしょう

奨するようになった。不登校の理由は子ど
もの実態と先生側の認識とで異なる場合があるが、責任
の所在を他に転嫁することなく、その状況にもっと向き
合っていかなければならない。多様な学びをさらに認め、
中間教室としての教育支援センターの運営の充実と、相
談業務の充実も進めてもらう。　　  （福祉教育委員会）

  《不登校児童生徒への対応について》

問

答
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12月議会で決めました‼
令和４年  12 月定例会
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先
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度
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な
け
れ
ば
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医
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介
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度
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り
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な
い
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安
曇
野
赤
十
字
病
院
の
現
状
の
話

を
聞
い
て
も
増
員
は
必
要
だ
が
、
大

幅
増
員
は
厳
し
い
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
市
の
条
例
で

守
ら
れ
る
と
言
っ
て
き
た
。
国
の
制

度
で
は
守
れ
な
い
。

　
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
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人

情
報
保
護
と
デ
ー
タ
流
通
の
両
立
を

図
る
も
の
だ
。
全
国
共
通
の
ル
ー
ル

で
運
用
さ
れ
、
国
の
個
人
情
報
保
護

委
員
会
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
保
障

さ
れ
る
。

　
国
の
公
費
負
担
の
見
直
し
に
伴
う

消
費
税
率
２
％
分
の
増
額
だ
。
若
い

人
た
ち
の
立
候
補
の
た
め
に
も
必
要

な
改
正
だ
。

　

実
態
に
即
す
と
今
回
の
増
額
は
、

消
費
税
の
増
加
分
だ
。
こ
れ
を
反
映

し
た
条
例
だ
。

　
何
よ
り
患
者
や
利
用
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
命
を
守

る
た
め
の
国
の
大
き
な
役
割
だ
。

　
夜
勤
２
交
代
制
を
と
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
16
時
間
勤
務
と
な
る
。
非

常
に
過
酷
で
あ
り
、
労
働
環
境
の
改

善
は
必
要
だ
。

反
対
の
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見
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対
の
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見
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対
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意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
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見
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対
の
意
見
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成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

議
案
第
99
号

個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

陳
情
第
９
号

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の
た
め
人
員

増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
第
７
号

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
よ
る
不
在
者
投
票
用
紙
等

の
請
求
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

陳
情
第
11
号

学
校
に
お
け
る「
黙
食
」の
緩
和
を
求
め
る
陳
情

議
案
第

109
号

議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

可決

不採択採択採択

可決

第
131
号
　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
、
大
竹
啓
正
さ
ん
（
議
会
）
に
同
意
し

　
　
　
　
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
つ
い
て

ページへページへ ８９

ページへ８
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総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
含
む
議
案
12
件
と
陳
情
２
件
を

12
月
15
日
に
、
追
加
補
正
予
算
１
件
（
第
７
号
）
を
12
月
23
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

総
務
環
境

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
不

在
者
投
票
用
紙
等
の
請

求
を
可
能
に
す
る
た
め

の
陳
情

個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例

議案第111号

陳情第７号

議案第99号

トピック

太陽光発電設備の設置に関する条例
条例の制定施行は、

令和５年7月1日を予定

おむつの処理費用は
補正予算で対応

　市は、全国各地で増えつつあるメガソーラーの
トラブルを教訓に、太陽光発電設備の適正な設置
と安曇野の景観・自然環境を保全し、後世に継承
していくための条例制定に取り組んでいます。令
和５年１月までにパブリックコメントを実施し、
市民の意見を募ったところです。７月１日の条例
施行を目指し、条例制定は大詰めです。

　
選
挙
管
理
委
員
会
の
意
見
　

ふ
る
さ
と
寄
附
の
積
立
金
に
つ
い
て
、
現
在
の

総
額
は
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
感
じ
て
い
る

か
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
の
声
は
。

給
料
が
上
が
り
さ
え
す
れ
ば
働
き
手
が
集
ま
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
は
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
ど
う
か
。

利
用
者
負
担
が
半
額
に
近
い
設
定
に
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
た
の
か
。

児
童
・
生
徒
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
破
損
状
況
は
い

か
ほ
ど
か
。

本
改
正
に
よ
る
市
の
減
収

は
ど
れ
ほ
ど
か
。

庁
舎
関
係
の
燃
料
費
、
光
熱
水
費
の
値
上
が
り

が
予
想
さ
れ
る
が
、
見
通
し
は
。

答

答答答

答答 答

答 問

問問問問

問 問

問
令
和
４
年
度
当
初
基
金
残
高
は
、
24
億
５
千
５
百

万
円
余
。
そ
こ
か
ら
寄
附
者
の
希
望
に
沿
っ
て

令
和
４
年
度
中
に
６
億
円
を
一
般
会
計
へ
繰
り

入
れ
使
っ
て
い
る
。
主
な
活
用
先
と
し
て
、
企

業
助
成
や
中
学
校
外
国
語
指
導
助
手
配
置
、
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
へ
充
当
し
て
い
る
。

１
〜
３
年
生
あ
た
り
は
こ
の
状
態
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
対
面
で
給
食
を
食
べ
た

い
と
い
う
声
も
あ
る
。
保
護
者
か
ら
は
、
家
に
高

齢
者
が
い
る
た
め
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
基
準

は
緩
和
し
な
い
で
ほ
し
い
、と
い
っ
た
声
も
あ
る
。

介
護
保
険
料
が
上
が
る
中
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
が

進
ん
で
き
て
い
る
。
制
度
設
計
の
提
案
が
必
要
。

機
械
に
よ
る
見
守
り
だ
と
危
険
な
状
況
を
見
逃
す

リ
ス
ク
も
あ
り
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

近
隣
市
町
村
と
比
較
し
設
定
し
た
。

破
損
端
末
の
う
ち
、
中
学
校
で
は
約
40
％
が
画

面
の
ひ
び
割
れ
、
約
15
％
が
充
電
部
分
の
破
損
。

小
学
校
で
は
約
25
％
が
充
電
部
分
の
破
損
。
約

20
％
が
落
下
に
よ
る
画
面
の
ひ
び
割
れ
、
カ
メ

ラ
の
不
具
合
等
も
あ
る
。
保
護
者
向
け
に
も
注

意
喚
起
の
手
紙
を
校
長
よ
り
出
し
て
い
る
。

９
０
０
万
円
前
後
を
想
定

し
て
い
る
。

今
回
の
増
額
補
正
は
電
気
料
金
で
、
火
力
発
電

等
に
用
い
る
燃
料
、
原
油
・
天
然
ガ
ス
の
価
格

変
動
に
伴
う
も
の
。
上
昇
幅
が
激
し
い
の
で
令

和
４
年
度
末
ま
で
の
見
込
み
で
の
補
正
で
あ
る
。

そ
の
先
に
つ
い
て
は
予
測
が
難
し
い
。

　
国
の
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
個
人
情
報
保
護
制
度
を
全
国
共
通
の
規

常任委員会報告

令和５年１月から、公
立認定こども園では、
おむつの持ち帰りがな
くなりました。

　
接
種
を
抑
制
し
た
い
と
い
う
考
え
は
な
い
が
、
は
が

き
に
二
次
元
コ
ー
ド
等
を
用
い
十
分
な
情
報
を
載
せ
る

こ
と
を
条
件
に
賛
成
す
る
。
小
さ
い
子
ど
も
に
接
種
を

し
て
い
い
の
か
ど
う
か
考
え
て
い
る
人
は
多
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
改
革
を
も
っ
と
前
へ
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
以
上
の
プ
ラ
ス
に
な
る
。
あ
る
い
は
社
会
を

前
進
さ
せ
る
こ
と
の
利
益
の
ほ
う
が
大
き
い
と
考
え

る
。
個
人
情
報
の
漏
洩
と
い
う
問
題
は
、
完
全
に
な
く

す
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
が
、
引
き
続
き
行
政
に
は
、

し
っ
か
り
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

　
学
校
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
令
和

４
年
12
月
８
日
に
改
定
し
、「
食
事

中
は
、
飛ひ

ま
つ沫
を
飛
ば
さ
な
い
よ
う
対

面
を
避
け
る
な
ど
座
席
配
置
を
工
夫

す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
換
気
の
確

保
等
の
措
置
を
行
い
、
大
声
で
の
会

話
を
控
え
る
」
と
し
た
。

臼
井 

泰
彦

竹
内 

秀
太
郎

岡
村 

典
明
・
一
志 

信
一
郎
・

矢
澤 

毅
彦
・
橋
本 

裕
二
・
内
川 

集
雄

井
出 

勝
正

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

11
歳
以
下
の
子
ど
も
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
係

る
案
内
と
接
種
券
を
別
送

す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

学
校
に
お
け
る
「
黙
食
」

の
緩
和
を
求
め
る
陳
情

介
護
保
険
制
度
の
改
善

を
求
め
る
請
願

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
負
担

金
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

陳情第８号陳情第11号

請願第３号議案第108号

議案第111号

福
祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
11
月
28
日
に
、
令
和
４
年
度

安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
含
む
議
案
10
件
と
請
願
１
件
、
陳
情
３
件
を
12
月
16
・
20
日
に
、
追
加
補
正
予
算

１
件
（
第
７
号
）
を
12
月
23
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

トピック

　
教
育
部
に
よ
る
説
明
　

　
教
育
部
へ
の
質
問
　

　
請
願
者
へ
の
質
問
　

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
制
度
を
市
で
採
用
す
る
場
合
、

そ
の
手
続
き
や
準
備
期
間
に
１
〜
２
カ
月
が
必
要
。
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
活
用
す
れ

ば
、
導
入
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

　
接
種
を
希
望
す
る
人
、
希
望
し
な
い
人
、
ど
ち
ら
に

も
配
慮
が
必
要
。
市
の
案
内
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
は
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
接
種
は
強

制
で
な
い
旨
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
独
自
の
条
例
に
よ
り
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
等
々
守
ら
れ
る
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
本
条

例
制
定
後
の
個
人
情
報
の
扱
い
に
つ
い
て
、
情
報
漏ろ

う
え
い洩

等
の
防
止
に
市
単
独
で
対
応
す
る
と
な
れ
ば
費
用
は
莫

大
だ
。
国
の
個
人
情
報
保
護
に
は
問
題
が
多
く
、
市
の

個
人
情
報
保
護
条
例
が
、
国
の
力
で
廃
止
に
な
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。

定
に
よ
り
運
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
現
行
の
安

曇
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
に
本
施

行
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　
安
曇
野
市
外
に
滞
在
し
不
在
者
投
票
を
行
お
う
と
す

る
者
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
用

紙
等
の
請
求
が
で
き
る
環
境
整
備
を
求
め
た
も
の
。

総務省の選挙関連ホームページより

ペ
ー
ジ
へ

６
・
11
・
12ペ

ー
ジ
へ

６
・
７
・
11
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常任委員会報告

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第111号

議案第129号

議案第110号

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

経
済
建
設

トピック

ファインビュー室山、
　　　ほりでーゆ～四季の郷

経営移譲、施設譲与に関する公募について

　応募状況は、それぞれ複数社から応募があり
ました。今後は選定委員会を開き、事業者を選
定する予定です。

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
11
月
28
日
に
、
令
和
４
年
度
安

曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
含
む
議
案
８
件
を
12
月
19
日
に
、
追
加
補
正
予
算
１
件
（
第
7
号
）
を
12
月
23
日
に
審
査

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

当
初
の
予
定
金
額
よ
り
１
億
５
千
万
円
少
な
く
、

約
１
億
２
千
万
円
の
給
付
金
を
１
１
３
２
社
に

支
給
し
た
と
い
う
が
、
申
請
が
少
な
か
っ
た
の

か
、
１
件
当
た
り
の
金
額
が
予
定
よ
り
少
な
か
っ

た
の
か
。

答 問
対
象
企
業
を
１
８
４
７
社
と
見
込
み
、
そ
の
内

申
請
条
件
を
満
た
し
た
１
１
３
２
社
に
支
援
し

た
。

　

商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
へ
の
質
疑
　

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

131号 監査委員の選任について 同意

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

114号 令和４年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）

原案
可決

115号 令和４年度安曇野市下水道事業会計補正予算
（第２号）

116号 令和４年度農業用施設災害復旧事業（Ｒ３繰越）
豊科光地区犀川堰堤復旧工事請負契約について

118号 安曇野市土地利用基本計画の変更について

119号 市道の認定について

121号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科
安曇野の里自然活用村）

122号 公の施設の指定管理者の指定期間の変更について
（安曇野市有明荘）

123号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市マ
ウンテンバイクコース）

130号 損害賠償の額を定めることについて（公用車事故に
関すること）

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

108号 安曇野市児童クラブ利用者負担金条例の一部を
改正する条例

原案
可決

112号 令和４年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

113号 令和４年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第
２号）

120号 公の施設の指定管理者の指定について (安曇野市穂高
地域福祉センター )

124号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市立
穂高中央児童館）

125号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市立
豊科中央児童館、安曇野市立高家児童館及び安曇野
市立南穂高児童館）

126号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市立
穂高西部児童館及び安曇野市立穂高北部児童館）

127号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市立
三郷児童館及び安曇野市立堀金児童館）

128号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市立
明科児童館）

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

７号 オンライン申請による不在者投票用紙等の
請求を可能にすることに関する陳情 採択

８号 11歳以下の子どもへの新型コロナワクチン
接種の告知方法について

不採択
９号 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と

処遇改善を求める陳情書

10号 安曇野市議会におけるパワーハラスメントの
検証及び検証結果の公表について

継続
審査

11号 学校における「黙食」の緩和を求める陳情 採択

12号「『再審法（刑事訴訟法の再審規定）』の改正を求める意見書」の採択を求める陳情書
継続
審査

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

99号 安曇野市個人情報保護法施行条例

原案
可決

100号 安曇野市職員の定年等に関する条例の一部を改正する
条例

101号 職員の定年の引上げ等に伴う関係条例の整備に関す
る条例

102号 安曇野市職員の降給に関する条例

103号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例

104号 安曇野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の
一部を改正する条例

105号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部
を改正する条例

106号
安曇野市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別
措置法の適用に伴う固定資産税の課税免除に関する
条例

107号 安曇野市行政手続等における情報通信の技術の利用
に関する条例の一部を改正する条例

109号
安曇野市の議会の議員及び長の選挙における
選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例
の一部を改正する条例

110号 令和４年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）

111号 令和４年度安曇野市一般会計補正予算（第６号）

117号 安曇野市過疎地域持続的発展計画について

129号 令和４年度安曇野市一般会計補正予算（第７号）

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

25号 専決処分の承認を求めることについて（令和
４年度安曇野市一般会計補正予算（専決第２号）） 承認

26号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告
について（道路事故に関すること） 受理

令和４年 12月定例会

き
の
こ
培
地
資
材
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市
内
き
の
こ
生
産
事
業

者
に
対
し
、
き
の
こ
培
地
資
材
価
格
高
騰
分
の
一
部
を

支
援
（
３
円
／
㎏
）
１
０
９
５
万
３
千
円

　

か
じ
か
の
里
公
園
の
「
か
じ
か
橋
」

修
繕
工
事
等
設
計
に
伴
う
予
算
90
万
円

ほ
か

  

燃
料
高
騰
等
対
策
支
援
事
業
に
つ
い
て  

　

農
林
部
へ
の
質
疑
　

  

農
村
景
観
交
流
施
設
（
穂
高
矢
原
区
）  

公
有
財
産
購
入
費
２
５
７
５
万
１
千
円
だ
が
、

建
物
が
つ
い
て
い
る
の
か
。

答 問
地
元
の
公
民
館
と
し
て
使
用
し
て
い
る
建
物
が

あ
る
。
建
物
が
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
公
園
と

し
て
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
借

地
で
あ
っ
た
も
の
を
購
入
す
る
。

　

農
林
部
か
ら
の
報
告
　

  

あ
ず
さ
マ
ル
シ
ェ
に
つ
い
て  

  

オ
ー
ル
安
曇
野
産
フ
ル
コ
ー
ス  

　
市
内
の
朝
採
り
野
菜
を
特
急
あ
ず
さ
号
で
新
宿
駅
に

運
び
、
３
日
間
販
売
し
た
。
安
曇
野
産
野
菜
の
魅
力
を

P

R
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
て
大
盛
況
だ
っ
た
。

　
「
安
曇
野
づ
く
し
の
一
汁
四
菜
を
召
し
上
が
れ
」

　
郷
土
料
理
研
究
家
・
横
山
タ
カ
子
さ
ん
監
修
の
和
食

の
フ
ル
コ
ー
ス
、
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
・
板
花
芳
博
さ
ん
考
案
の
フ
レ
ン
チ
コ
ー
ス
の

お
披
露
目
会
を
開
催
し
た
。

議
会
運
営

陳情第10号

安
曇
野
市
議
会
に
お
け

る
パ
ワ
ハ
ラ
の
検
証
・

公
表
に
関
す
る
陳
情

１２月定例会で審議した結果です

　
本
陳
情
は
市
議
会
全
体
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
議
会
運
営
委
員
会
が
付
託
を
受
け
、
令
和
４
年
12

月
20
日
に
審
査
を
行
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
検
証
委
員
会
の
必
要
性
を
は
じ

め
、
何
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
検
討
・
議
論
を
要
す

る
の
で
、
継
続
審
査
と
し
た
。

  

水
産
業
振
興
事
業  

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内
虹に

じ
ま
す鱒
等
養
殖

事
業
者
に
対
し
、
養
魚
用
配
合
飼
料
高
騰
分
の
一
部
を

支
援
（
12
円
／
㎏
）　
７
６
５
万
５
千
円

和食のフルコースメニューを
味わう関係者

      請願
請願
番号 件　　　　　　　名 結果

３号 介護保険制度の改善を求める 継続
審査

ページへ

ページへ

7.8

7.9

ページへ

ページへ

11

9

ページへ

ページへ

ページへ

ページへ

ページへ

ページへ

７.12

9.12

6.10

7.12

6.10

7.12

ペ
ー
ジ
へ

６
・
11

ページへ7.8.12

ページへ6

ページへ６～10

ページへ９
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会派代表質問

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
代
表
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

全議案のうち賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

矢
澤　
毅
彦

中
村　
芳
朗

大
竹　
啓
正

増
井　
裕
壽

岡
村　
典
明

辻
谷　
洋
一

橋
本　
裕
二

臼
井　
泰
彦

小
林　
陽
子

松
枝　
　
功

竹
内
秀
太
郎

中
村
今
朝
子

林　
　
孝
彦

井
出　
勝
正

増
田
望
三
郎

猪
狩
久
美
子

内
川　
集
雄

宮
下　
明
博

小
林　
純
子

一
志
信
一
郎

平
林　
　
明

議　案
第99号 安曇野市個人情報保護法施行条例 12／23 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ 議

議　案
第109号

安曇野市議会の議員及び長の選挙における
選挙運動用自動車の使用等の公営に関する
条例の一部を改正する条例

12／23 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議

陳　情
第８号

11歳以下の子どもへの新型コロナワクチン
接種の告知方法について 12／23 不採択 × × × × × × × ○ × × × × × ○ ○ ○ × × ○ × 議

陳　情
第９号

安全・安心の医療・介護実現のため人員増
と処遇改善を求める陳情書 12／23 不採択 × × × ○ × × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × ○ × 議

議員名
議案名

令和４年12月定例会で審議した結果です
（
◎
…
委
員
長　
〇
…
副
委
員
長
）

総
務
環
境
委
員
会

◎

小
林　
陽
子

／

〇

中
村　
芳
朗



竹
内
秀
太
郎

／　
井
出　
勝
正

／

増
田
望
三
郎



小
林　
純
子

／　
平
林　
　
明

福
祉
教
育
委
員
会

◎

林　
　
孝
彦

／

〇

橋
本　
裕
二



矢
澤　
毅
彦

／　
岡
村　
典
明

／

臼
井　
泰
彦



内
川　
集
雄

／　
一
志
信
一
郎

松
本
広
域
連
合
議
会

　
中
村　
芳
朗

／

竹
内
秀
太
郎

／

猪
狩
久
美
子

　
宮
下　
明
博

／

平
林　
　
明

穂
高
広
域
施
設
組
合
議
会

　
矢
澤　
毅
彦

／

大
竹　
啓
正

／

辻
谷　
洋
一

　
小
林　
陽
子

／

竹
内
秀
太
郎

／

中
村
今
朝
子

　
猪
狩
久
美
子

／

宮
下　
明
博

／

平
林　
　
明

安
曇
野
松
筑
広
域
環
境
施
設
組
合

　
矢
澤　
毅
彦

／

大
竹　
啓
正

／

岡
村　
典
明

　
辻
谷　
洋
一

／

臼
井　
泰
彦

／

小
林　
陽
子

　
竹
内
秀
太
郎

／

林　
　
孝
彦

／

一
志
信
一
郎

　
平
林　
　
明

  

委
員
会
構
成
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た  

　
召
田
議
員
ご
逝
去
等
に
伴
い

  

一
部
事
務
組
合
等  

12 月
定例会

　
問	

市
職
員
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

相
談
が
あ
っ
た
時
の
対
応
は
。

総
務	

２
人
の
相
談
員
が
詳
細
な
聞
き

取
り
を
し
、
必
要
に
応
じ
て
行

為
者
、
行
為
を
見
聞
き
し
て
い

る
第
三
者
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す

る
。
そ
の
上
で
必
要
な
場
合
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会
で

審
査
す
る
。
そ
の
他
の
窓
口
と

し
て
、
一
般
社
団
法
人
「
日
本

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
」
上

越
支
部
に
委
託
し
て
い
る
。

　
問	

職
員
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会
に

女
性
が
一
人
も
い
な
い
。
弁
護

士
や
医
師
、
労
働
問
題
の
専
門

家
、
女
性
も
入
れ
た
第
三
者
委

員
会
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

総
務	

対
策
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ

て
弁
護
士
等
に
意
見
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
後
女
性
の

委
員
の
参
加
は
考
え
ら
れ
る
。

　
問	

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
把
握
の

　
問	

市
は
、
令
和
元
年
度
に
市
内
の

中
小
企
業
振
興
の
た
め
、
行
政

の
枠
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た
組

織
「
一
般
社
団
法
人
あ
づ
み
野

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
支
援
を
強
化
し
て
き
た
が

現
状
は
。

商
工	

こ
の
法
人
は
、
市
内
企
業
と
の

信
頼
関
係
が
築
け
ず
、
事
業
継

続
が
困
難
と
な
り
、
令
和
３
年

度
末
に
解
散
し
た
。

　
問	

コ
ロ
ナ
禍
を
超
え
る
兆
し
の
あ

る
現
在
、
特
に
中
小
企
業
へ
の

支
援
は
欠
か
せ
な
い
。
法
人
解

散
後
の
支
援
体
制
は
。

商
工	

市
商
工
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
問	

当
初
、
市
の
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業

に
も
携
わ
る
と
さ
れ
た
こ
の
法

人
に
つ
い
て
、
私
は
、
民
間
的

な
機
動
性
が
あ
り
市
の
意
思
が

反
映
さ
れ
る
「
出
資
法
人
」
に

す
べ
き
と
発
言
し
て
き
た
が
、

考
え
は
。

カ
ー
ド
取
得
を
強
要
す
る
よ

う
な
内
容
と
受
け
取
れ
る
が
、

カ
ー
ド
作
成
は
任
意
だ
。
カ
ー

ド
が
な
く
て
も
従
来
ど
お
り
の

方
法
で
受
診
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
知
ら
せ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

福
祉	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成

は
あ
く
ま
で
も
任
意
。
カ
ー
ド

が
な
く
て
も
従
来
ど
お
り
の
方

法
で
受
診
で
き
る
。
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
を
通
じ
周
知
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
介
護
保
険
制
度
改
定
に
つ
い
て

然
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
有

機
農
業
の
普
及
と
を
併
せ
て
進

め
る
こ
と
が
重
要
。
国
の
動
き

等
に
注
視
し
、
必
要
な
ら
ば
出

資
法
人
の
活
用
も
考
え
た
い
。

　
問	

塩
尻
市
で
は
空
き
家
対
策
で

も
、
出
資
法
人
が
行
政
と
民
間

の
間
を
埋
め
る
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
市
も
山
積
す
る
課
題

に
結
果
を
出
す
た
め
、
過
去
の

ト
ラ
ウ
マ
を
脱
し
、
出
資
法
人

を
設
立
し
て
の
対
応
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

市
長	
出
資
法
人
の
設
立
に
は
、
目
的

や
存
在
意
義
、
人
材
な
ど
を
詰

め
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
活
性

化
に
成
果
を
出
す
事
例
も
あ
り
、

有
用
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
会

計
年
度
任
用
職
員
も
含
め
行
っ

て
は
ど
う
か
。

総
務	

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
は
、
慎
重

な
対
応
が
必
要
だ
。
職
員
が
気

軽
に
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
重
点
を
置
く
。

　
問	

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
し
、
許

さ
な
い
と
い
う
宣
言
を
し
て
は

ど
う
か
。

市
長	

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
環

境
実
現
の
た
め
、
職
員
の
意
識

醸
成
の
取
り
組
み
を
徹
底
的
に

や
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
に

根
絶
宣
言
が
あ
る
。

　
問	

生
活
保
護
受
給
者
に
送
付
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申

請
の
案
内
文
に
は
「
原
則
と
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
生

活
保
護
の
指
定
機
関
を
受
診
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
」と
あ
る
。

市
長	

中
小
企
業
支
援
の
形
や
関
わ
る

人
材
が
重
要
と
捉
え
て
お
り
、

今
後
雇
用
促
進
面
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

　
問	

国
は
「
み
ど
り
の
食
糧
シ
ス
テ

	
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、
２
０
５

	
０
年
ま
で
に
化
学
農
薬
や
化
学

肥
料
を
大
幅
に
削
減
し
、
有
機

農
業
を
国
内
耕
地
面
積
の
25
％

ま
で
に
拡
大
す
る
と
し
た
。
途

方
も
な
い
目
標
に
も
感
じ
る
が
、

市
内
の
有
機
農
業
の
現
状
と
市

の
考
え
は
。

農
林	

取
り
組
み
へ
の
理
解
を
得
に
く

く
、
消
費
者
意
識
の
変
化
も
必

要
と
考
え
る
。

　
問	

有
機
農
業
は
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
新
規
就

農
者
が
興
味
を
示
し
て
い
る
。

行
政
で
は
難
し
い
技
術
の
確
立

や
販
路
開
拓
に
、
出
資
法
人
で

の
取
り
組
み
を
考
え
て
は
。

市
長	

安
曇
野
が
豊
か
な
農
産
物
の
産

地
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
、
自

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団  　
猪　
狩　
久
美
子

政
和
ク
ラ
ブ  　
松　
枝　
　
　
功

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

職
場
づ
く
り
を

重
要
課
題
へ
「
出
資
法
人
」
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を

市政のここが聴きたい!! ○会派代表質問（12～13ページ）○一般質問（14～22ページ）
会派あづみ野　宮下明博議員は、本会議を欠席した
ため、代表質問を行いませんでした。

生活保護受給者へのマイナンバー
カード交付申請案内

市直営のテレワークセンター
（市穂高支所西側）

生
活
保
護
受
給
者
へ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
に
つ
い
て
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12 月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

み
を
し
て
い
る
堀
金
学
校
給
食
セ
ン
タ

	

ー
を
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

万
水
川
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設	

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
に
か
け

て
、
河
川
内
の
樹
木
伐
採
や
河
床
整
理

を
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県
が
、
下
流

部
付
近
を
重
点
的
に
実
施
し
た
。
今
後

も
現
地
確
認
を
行
い
、
緊
急
度
の
高
い

箇
所
か
ら
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
と

県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
友
好
都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

堀金学校給食センター

　
問	

今
後
も
堀
金
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
維

持
管
理
を
大
切
に
、
末
永
く
活
用
し
て
、

児
童
生
徒
の
喜
ぶ
給
食
を
作
っ
て
い
こ

う
と
固
い
決
意
で
考
え
て
い
る
か
。

教
長	

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
将
来
展
望
は
、

安
曇
野
市
学
校
給
食
理
念
を
実
現
す
る

た
め
に
、
小
中
一
貫
教
育
の
考
え
に
基

づ
き
、
別
々
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ

れ
て
い
た
状
況
を
改
善
し
た
。
そ
の
結

果
、
堀
金
小
学
校
と
堀
金
中
学
校
を
堀

金
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
担
う
こ
と
に

よ
り
、
市
内
７
中
学
校
区
全
て
で
同
一

セ
ン
タ
ー
か
ら
給
食
の
提
供
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後

と
も
４
つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
食
の
面

で
も
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
る
、
安

曇
野
ら
し
い
学
校
給
食
を
提
供
す
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

市
長	

公
約
に
も
安
曇
野
型
食
育
を
掲
げ
て
お

り
、
生
産
か
ら
一
貫
し
た
安
曇
野
ら
し

い
特
色
の
あ
る
食
育
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
４
セ
ン
タ
ー
で
給
食
を
提

	

供
し
て
い
る
現
在
の
体
制
を
し
っ
か
り

と
維
持
し
な
が
ら
、
先
進
的
な
取
り
組

堀
金
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

将
来
展
望

会派 あづみ野
一志 信一郎

　
問	

人
口
減
少
は
、
地
域
社
会
か
ら
元
気
と

活
気
を
奪
う
。
市
の
10
代
後
半
か
ら
20

代
前
半
の
人
口
は
進
学
や
就
職
に
よ
り
、

３
分
の
１
程
度
が
転
出
し
、
そ
の
３
分

の
２
以
上
は
戻
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と

地
元
回
帰
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
が
。

政
策	

15
歳
か
ら
24
歳
の
区
分
で
大
き
く
転

	

出
超
過
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
流
出
を

止
め
る
特
効
薬
が
な
い
の
も
事
実
。
後

期
基
本
計
画
で
は
、
若
者
の
地
元
回
帰

の
促
進
を
位
置
付
け
て
い
る
。

　
問	

合
計
特
殊
出
生
率
の
対
象
と
な
る
15
歳

か
ら
49
歳
の
女
性
の
人
口
が
、
平
成
９

年
以
降
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
平
成
30

年
の
出
生
数
は
５
年
前
に
比
べ
約
10
％

減
少
し
て
い
る
。
目
標
人
口
達
成
の
た

め
の
施
策
は
。

政
策	

後
期
基
本
計
画
で
、
結
婚
、
妊
娠
、
出

	

産
、
育
児
支
援
の
充
実
、
子
ど
も
を
育
む

	
環
境
の
充
実
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
出

生
率
で
賄
え
な
い
分
は
移
住
者
の
増
加

	

を
図
る
な
ど
努
力
し
た
い
。

　
問	

人
口
の
自
然
動
態
は
２
０
０
１
年
以
降

減
少
幅
を
拡
大
し
て
い
る
。
人
口
減
少

を
抑
制
す
る
最
高
の
手
段
は
、
社
会
動

態
の
増
加
だ
。「
奨
学
金
返
還
を
支
援
す

る
補
助
制
度
」
と
「
新
婚
生
活
安
定
促

進
支
援
事
業
」
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

商
工	

市
内
の
企
業
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た

め
に
は
、
若
い
世
代
の
人
材
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
今

後
、
他
市
の
状
況
も
勘
案
し
て
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

生
活	

内
閣
府
の
「
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推

進
交
付
金
」
を
活
用
し
た
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
を
、
令
和
５
年
度
か
ら
実
施

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

真
剣
に
考
え
取
り
組
も
う

人
口
減
少
対
策

会派 あづみ野
竹内 秀太郎

安曇野市の人口「自然動態と社会動態」

　
問	

国
の
第
五
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

の
、
学
童
・
思
春
期
に
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
（
妊
娠
前
）
ケ
ア
が
記
載
、
将

来
の
妊
娠
の
た
め
の
健
康
管
理
を
促
す

取
り
組
み
と
定
義
さ
れ
た
。
健
康
水
準

等
の
指
標
の
取
り
組
み
と
課
題
を
伺
う
。

教
部	

中
学
生
の
瘦そ

う
し
ん身
（
や
せ
）
傾
向
が
全
国

平
均
よ
り
若
干
高
い
。
養
護
教
諭
や
担

任
が
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

保
健	

若
い
世
代
の
心
身
の
健
康
に
は
様
々
な

問
題
が
あ
る
。
妊
娠
届
出
時
の
面
談
や

訪
問
、
乳
幼
児
健
診
時
に
情
報
提
供
や

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
問	

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
今
後
の

対
応
は
ど
う
か
。

保
健	

出
産
年
齢
の
上
昇
傾
向
、
晩
婚
化
に
伴

う
不
妊
治
療
の
増
加
、
妊
産
婦
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
等
あ
る
。
若
い
世

代
か
ら
健
康
に
対
し
て
正
し
い
知
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
。
学
校
や
医
療
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

　
問	

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
の
面
談
・
相
談
が
で
き
る
よ
う
要
望

す
る
が
ど
う
か
。

保
健	

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
等
に
つ
い
て

は
、
研
究
す
る
。

　
問	

国
は
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
、

伴
走
型
の
相
談
支
援
と
経
済
支
援
を
パ

	

ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
を
実
施
す
る
。
自
治
体
が
手
上

げ
方
式
で
申
請
す
る
も
の
だ
が
、
本
市

に
お
い
て
も
行
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

保
健	

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
実
施
に
向

け
て
準
備
し
て
い
く
。
今
の
と
こ
ろ
現

金
に
よ
る
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支

援
地
方
交
付
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

〇
所
有
者
不
明
土
地
の
解
消
に
向
け
て

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

会派 あづみ野
中村 今朝子

商
工	

旅
館
・
ホ
テ
ル
を
対
象
と
し
た
安
曇
野

	

あ
ん
し
ん
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を
令

和
３
年
度
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
飲

食
店
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
安
曇
野
の

	

食
と
魅
力
大
発
見
！
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

	

ー
」
を
開
催
し
、
併
せ
て
プ
レ
ミ
ア
ム

	

商
品
券
も
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

	

に
も
、
宿
泊
業
支
援
事
業
も
行
っ
て
お

	

り
、
新
た
に
２
業
種
に
特
化
し
た
キ
ャ

	

ッ
シ
ュ
レ
ス
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

	

業
、
電
子
ク
ー
ポ
ン
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商

	

品
券
は
考
え
て
い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
宮
城
浄
化
槽
に
つ
い
て

〇
空
き
店
舗
改
修
支
援
事
業
に
つ
い
て

政和クラブ
辻谷 洋一

第
４
弾
さ
さ
え
あ
い

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

　
問	

ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込
み
は
ど
う
か
。

前
回
と
比
べ
て
ど
う
か
。

商
工	

今
回
の
申
込
数
は
２
万
６
２
４
件
。
そ

	

の
う
ち
ハ
ガ
キ
が
１
万
４
７
９
３
通
で
、

	

電
子
申
請
は
５
８
５
５
通
。
申
込
率
で

	

28
・
５
％
と
、
前
回
と
比
べ
て
2.9
ポ
イ

	

ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　
問	

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

	

を
採
用
し
な
い
理
由
は
。
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
採
用
し
た
見
解
は
。

商
工	

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
浸
透
し
つ
つ
あ

	

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
今
回
の

	

申
込
状
況
を
見
て
も
、
ハ
ガ
キ
で
の
申

	

込
み
が
大
半
を
占
め
、
大
幅
に
電
子
申

	

込
み
を
上
回
っ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ

	

ォ
ン
を
使
わ
な
い
人
を
含
め
、
多
く
の

	

皆
さ
ん
が
使
え
る
方
法
と
し
て
今
回
紙

	

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
採
用
し
た
。

　
問	

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
県
内
で
は
11
件
の
飲

食
店
、
９
件
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
関
連

倒
産
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
２

業
種
に
特
化
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ

イ
ン
ト
に
よ
る
還
元
事
業
、
電
子
ク
ー

ポ
ン
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
造
成
な

ど
は
ど
う
か
。

第 4 弾安曇野市ささえあいプレミアム商品券

万よ
ろ
ず
い
が
わ

水
川
の
整
備
は
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12 月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

※
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
…
人
々
の
意
思
決
定
や
行
動
を
変
化
さ
せ
る
よ
う
な
要
因
、
報
酬
の
こ
と
。

※
Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
習
会
…
Ｓ
Ｓ
Ｐ
と
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
略
で
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
た
め
の
学
習
会
の
こ
と
。

　
問	

令
和
５
年
度
は
制
作
の
拠
点
と
し
て
、

東
京
芸
術
大
学
の
学
生
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
計
画
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

市
長	

安
曇
野
の
自
然
や
文
化
、
そ
し
て
人
々

に
も
触
れ
て
、
新
し
い
芸
術
の
創
造
を

一
緒
に
考
え
て
い
く
。

　
問	

歴
史
あ
る
「
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
」
は
、

耐
震
改
修
の
予
定
が
あ
る
。
改
修
後
の

利
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部	

耐
震
改
修
工
事
は
、
令
和
６
年
度
に
行

う
予
定
。
学
生
や
作
家
な
ど
の
滞
在
制

作
に
よ
る
活
用
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

小
中
学
生
も
含
め
た
様
々
な
人
が
施
設

を
利
用
し
て
、
作
家
な
ど
と
交
流
す
る

機
会
を
設
け
る
。

　
問	

子
ど
も
食
堂
は
、
学
習
支
援
や
交
流
で

き
る
場
所
に
な
る
よ
う
に
支
援
し
た
い

と
の
こ
と
だ
が
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

福
祉	

運
営
し
て
い
る
団
体
か
ら
話
を
聞
い
た

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
支
援
が
で
き
る
か
検
討
し
、
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
問	

社
協
の
各
地
区
に
お
い
て
、
あ
い
さ
つ

運
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
学
校

に
お
い
て
も
行
っ
て
い
る
が
、
あ
い
さ

つ
や
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
関
し
て
考
え

を
伺
う
。

教
長	
あ
い
さ
つ
は
、
豊
か
な
人
間
関
係
と
住

み
よ
い
生
活
環
境
を
築
く
た
め
の
礎

い
し
ず
え

と
考
え
る
。
あ
い
さ
つ
を
広
げ
る
に
は
、

児
童
生
徒
が
率
先
し
て
、
地
域
の
人
々

に
自
然
に
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
が

必
要
。

文
化
・
芸
術
の
振
興
か
ら

地
域
経
済
を
元
気
に

会派 あづみ野
岡村 典明

子ども食堂で提供されました

地
域
の
福
祉
か
ら
全
世
代
を
支
援

地
域
の
課
題　
早
期
解
決
に
向
け
て

交
通
安
全
と

道
路
整
備
の
必
要

会派 あづみ野
大竹 啓正

　
問	

身
近
な
交
通
災
禍
、
交
通
安
全
の
重
要

性
を
再
認
識
。
市
交
通
安
全
計
画
第
四

次
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
異
種
交
通
の
分

離
は
、
事
故
防
止
に
最
も
効
果
期
待
。

歩
道
整
備
は
地
域
住
民
の
悲
願
で
あ
る
。

計
画
実
現
に
向
け
た
具
体
策
は
。

生
活	

第
三
次
計
画
期
間
中
の
歩
道
整
備
実
績

は
16
路
線
合
計
２・
０
３
８
キ
ロ
。
第

	

四
次
計
画
で
も
、
通
学
路
合
同
点
検
の

結
果
や
区
要
望
を
踏
ま
え
整
備
す
る
。

　
問	

交
差
点
事
故
防
止
に
効
果
的
な
右
折
用

通
行
帯
の
未
整
備
に
よ
り
、
危
険
走
行

が
誘
発
さ
れ
る
。
改
修
必
要
箇
所
の
把

握
と
改
良
の
具
体
的
計
画
は
。

生
活	

令
和
４
年
９
月
定
例
会
で
取
り
上
げ
ら

れ
承
知
し
て
い
る
。
区
要
望
の
必
要
箇

所
は
関
係
部
署
と
協
議
し
対
応
す
る
。

　
問	

高
齢
化
に
伴
う
移
動
手
段
の
確
保
が
深

刻
に
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
。

将
来
、
高
齢
世
帯
の
好
利
便
地
へ
の
移

転
に
よ
り
、
道
路
・
交
通
対
策
費
用
の

抑
制
が
必
要
。
近
未
来
現
実
予
想
の
自

動
運
転
対
応
の
道
路
整
備
の
方
針
は
。

市
長	

立
地
適
正
化
制
度
に
基
づ
き
、
利
便
性

を
維
持
し
た
拠
点
区
域
設
定
に
よ
り
、

コ
ス
ト
抑
制
を
図
る
。
居
住
誘
導
は
必

要
だ
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、

生
活
環
境
支
援
等
の
課
題
も
あ
る
。
緩

や
か
な
誘
導
を
図
り
な
が
ら
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
努
め
る
。

　
問	

安
全
保
障
上
の
不
安
増
大
、
ほ
と
ん
ど

が
無
関
心
。
わ
が
国
に
向
け
て
弾
道
弾

発
射
実
験
が
繰
り
返
さ
れ
る
現
実
。
警

報
シ
ス
テ
ム
設
置
の
意
味
を
考
慮
し
、

避
難
方
法
の
検
討
や
訓
練
の
実
施
は
。

危
機	

国
民
保
護
法
で
市
内
１
９
９
の
避
難
施

設
を
指
定
。
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
訓
練

を
実
施
。
避
難
行
動
の
啓
発
を
図
る
。

右折通行帯未整備の交差点の影響

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
避
難
訓
練

　
問	

当
市
の
保
育
職
員
の
給
与
金
額
は
、
安

曇
野
、
松
本
、
塩
尻
の
中
信
３
市
で
、

基
本
の
概
ね
の
金
額
を
す
り
合
わ
せ
て

い
る
。
目
的
で
あ
る
人
材
の
集
中
や
流

出
は
実
際
避
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

総
務	

近
隣
市
が
協
調
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

人
材
の
集
中
や
流
出
を
防
ぐ
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
。
近
年
募

集
人
員
を
上
回
る
採
用
申
込
み
が
あ
る
。

　
問	

公
立
私
立
の
分
け
隔
て
な
く
、
安
曇
野

市
の
保
育
を
支
え
て
い
る
保
育
士
等
の

皆
さ
ん
に
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務	

公
立
の
み
な
ら
ず
民
間
保
育
所
の
保
育

士
へ
の
支
援
と
と
も
に
、
セ
ッ
ト
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
全
国
的
な
課
題

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
保
育
士
が
絶

対
的
に
足
り
な
い
と
い
う
事
態
を
招
か

な
い
よ
う
に
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
活

動
の
強
化
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
問	

交
差
点
北
西
側
の
水
路
へ
蓋
を
か
け
る

工
事
に
つ
い
て
。

建
設	

滑
り
止
め
対
策
を
し
た
鉄
製
の
蓋
を
設

置
し
た
。
歩
行
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　
問	

新
田
中
交
差
点
の
改
良
事
業
を
基
に
、

安
全
に
通
行
・
歩
行
が
で
き
る
よ
う
、

土
地
の
買
収
、
工
事
を
含
め
た
周
辺
の

整
備
を
要
望
し
た
い
が
市
と
し
て
の
見

解
や
方
向
性
は
。

建
設	

新
田
中
交
差
点
並
び
に
接
続
道
路
に
つ

い
て
は
、
周
辺
の
状
況
を
十
分
把
握
し

た
上
で
、
関
係
部
署
、
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
、
利
用
者
が
安
全
に
安
心

し
て
通
行
で
き
る
よ
う
、
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
若
い
世
代
の
婚
姻
支
援
に
つ
い
て

教
育
保
育
施
設
従
事
者
に

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

政和クラブ
矢澤 毅彦

周辺の店舗開発が進む新田中交差点

　
問	

市
長
の
目
指
す
共
生
社
会
と
は
。

市
長	

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
と
考
え
る
。

　
問	

男
女
共
同
参
画
と
多
様
な
性
へ
の
理
解

を
進
め
る
市
の
取
り
組
み
は
。

政
策	

男
女
共
同
参
画
の
視
点
は
大
切
。
地
域

で
の
女
性
の
登
用
を
啓
発
、
支
援
す
る
。

教
部	

幼
保
で
は
男
女
の
呼
称
を
同
じ
に
し
、

小
中
学
校
で
は
多
様
な
性
や
生
き
方
を

学
び
、
企
業
人
権
啓
発
講
演
会
で
「
女

性
の
人
権
」
を
扱
っ
た
。

　
問	

社
会
的
弱
者
や
女
性
視
点
の
防
災
は
。

危
機	

避
難
所
開
設
訓
練
で
福
祉
避
難
ス
ペ
ー

ス
や
男
女
別
更
衣
室
を
設
置
、
衛
生
用

品
の
備
蓄
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
危
機

管
理
課
へ
女
性
職
員
配
置
を
図
る
。

　
問	

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
の
具
体
的
な
指
標
は
。

政
策	

計
画
時
に
施
策
、
指
標
を
設
定
す
る
。

　
問	

市
民
理
解
の
た
め
、
絵
本
の
作
成
等
は
。

政
策	

分
か
り
や
す
い
冊
子
を
作
成
す
る
。

　
問	

発
達
障
害
の
児
童
生
徒
の
状
況
は
。

教
部	

６
０
１
人
で
、
児
童
生
徒
数
の
約
８
％
。

教
部	

小
集
団
保
育
、
支
援
会
議
や
個
別
の
支

援
・
指
導
計
画
で
支
援
す
る
。
早
期
発

見
や
対
応
で
認
知
件
数
は
増
加
し
た
。

　
問	

個
性
や
特
性
と
捉
え
柔
軟
な
対
応
は
。

教
長	

発
達
に
個
人
差
が
あ
り
、
関
係
者
や
保

護
者
は
、
枠
に
は
め
な
い
姿
勢
が
大
切
。

　
問	

先
生
の
意
識
を
変
え
た
り
、
保
護
者
へ

療
育
等
の
情
報
提
供
が
必
要
で
は
。

教
長	

保
育
者
・
教
職
員
の
学
び
が
大
切
。
個
々

の
特
性
に
応
じ
て
支
援
す
る
。

　
問	

妊
娠
か
ら
乳
児
期
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
。

保
健	

育
児
教
室
や
個
別
相
談
を
し
て
い
る
。

教
部	

Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
問	「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
設
置
し
支
援
は
。

教
部	

市
内
９
カ
所
の
児
童
館
で
対
応
す
る
。

政和クラブ
小林 陽子

市
が
目
指
す
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て

新し
ん
で
ん
な
か

田
中
交
差
点
に
つ
い
て

安曇野市共生社会づくり広報紙「きらり」

子
ど
も
の
発
達
支
援
に
つ
い
て

※

※
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12 月
定例会 市政のここが聴きたい!!

地
下
水
保
全
の
「
閾い

き

ち値
」

設
定
を
松
本
盆
地
全
体
で

一 般 質 問

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　
問	

地
下
水
保
全
の
「
閾
値
」
を
超
え
た
揚

水
は
水
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
。
上

流
地
域
で
の
取
水
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長	

市
の
「
閾
値
」
は
三
川
合
流
部
で
わ
さ

	

び
栽
培
に
影
響
が
及
ば
な
い
年
間
４
３

	

０
０
万
㎥
未
満
と
し
た
。
揚
水
量
は
令

和
２
年
度
約
３
６
０
０
万
㎥
、
市
単
独

で
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
。

　
問	

ア
ル
プ
ス
地
域
地
下
水
保
全
協
議
会
参

加
の
自
治
体
全
体
で
「
閾
値
」
を
設
定

す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
が
ど
う
か
。

市
長	

盆
地
全
体
で
「
閾
値
」
を
設
定
す
る
の

は
困
難
。
自
治
体
ご
と
が
望
ま
し
い
。

　
問	

県
の
水
資
源
分
析
シ
ー
ト
で
は
上
流
地

域
は
、
盆
地
全
体
の
水
資
源
の
保
全
に

取
り
組
む
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
が
。

市
長	

市
町
村
に
よ
っ
て
地
下
水
依
存
度
は
違

う
。
ま
ず
大
町
市
や
松
本
市
と
、
個
別

の
市
町
村
と
も
話
し
合
い
を
進
め
る
。

　
問	
法
律
の
壁
「
水
利
権
」
で
人
為
的
な
地

下
水
涵か

ん
よ
う養

が
で
き
な
い
と
い
う
が
、
全

国
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
る
自
治
体
と

協
働
し
、
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長	

他
町
村
と
の
協
働
も
大
事
だ
が
、
環
境

用
水
制
度
の
基
準
を
国
土
交
通
省
河
川

局
が
策
定
し
た
。
水
利
権
の
見
直
し
に

合
わ
せ
市
が
申
請
団
体
に
な
る
調
査
研

究
を
し
、
水
利
権
問
題
を
解
決
し
た
い
。

　
問	

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

安
曇
野
風
景
を
提
供
し
、
付
加
価
値
を

つ
け
て
協
力
金
を
も
ら
う
の
は
ど
う
か
。

市
長	

面
白
い
が
協
力
金
で
何
を
や
る
か
が
先
。

　
問	

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
は
。

福
祉	

現
在
補
助
金
増
額
の
予
定
は
な
い
。
単

価
は
契
約
の
中
で
協
議
が
持
た
れ
る
。

　
問	

市
長
会
を
通
じ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
を

国
に
提
案
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長	

国
の
激
変
緩
和
措
置
議
論
を
見
守
る
。

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

上流地域で揚水するミネラルウォーター工場

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
中
止
を

　
問	

市
の
20
〜
39
歳
人
口
が
極
端
に
少
な
い
。

こ
の
大
人
２
人
か
ら
1.5
人
し
か
産
ま
れ

て
い
な
い
。
ど
う
考
え
る
か
。

政
策	

進
学
や
就
職
で
高
校
卒
業
後
か
ら
20
代

前
半
の
転
出
超
過
が
大
き
い
が
、
０
〜

14
歳
、
25
〜
39
歳
の
転
入
は
大
き
く
、

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
て
い
る
。

　
問	

県
内
他
市
と
比
較
し
て
合
計
特
殊
出
生

率
が
低
位
で
あ
る
理
由
は
。

政
策	

出
産
後
に
転
入
す
る
人
が
多
い
。
独
身

女
性
が
住
み
や
す
い
ま
ち
か
、
ま
た
産

業
構
造
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
問	

23
年
後
に
合
計
特
殊
出
生
率
２
・
07
を

目
標
と
し
て
い
る
。
遅
す
ぎ
な
い
か
。

政
策	

国
の
計
画
に
合
わ
せ
て
い
る
。

　
問	

教
育
費
は
こ
の
10
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、

塩
尻
や
伊
那
の
一
市
民
あ
た
り
の
教
育

費
は
安
曇
野
の
1.7
倍
。
子
育
て
世
代
が

こ
の
差
を
感
じ
取
っ
て
い
な
い
か
。

総
務	

各
自
治
体
に
お
い
て
、そ
の
年
々
に
よ
っ

て
ハ
ー
ド
建
設
の
額
の
大
小
が
あ
る
。

　
問	

若
年
層
＆
子
育
て
支
援
の
次
の
一
手
は
。

市
長	

認
定
こ
ど
も
園
の
建
替
、
小
規
模
保
育

所
の
新
設
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
。

　
問	

東
京
都
立
川
市
の
「
ふ
じ
よ
う
ち
え
ん
」

の
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
力
を
借
り

て
教
育
哲
学
を
見
え
る
化
し
て
は
。

教
長	

あ
づ
み
の
自
然
保
育
は
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
。
市
の
教
育
、
保
育
、
子

ど
も
や
教
職
員
の
姿
を
見
て
ほ
し
い
。

　
問	

空
き
時
間
に
ち
ょ
っ
と
働
き
た
い
母
親

と
、
人
手
が
ほ
し
い
個
人
や
企
業
を
つ

な
げ
る
就
労
支
援
ア
プ
リ
が
あ
り
、
他

自
治
体
で
は
実
績
が
あ
る
。
小
遣
い
を

稼
ぎ
や
す
い
ま
ち
は
子
育
て
し
や
す
い

が
、
ど
う
か
。

政
策	

社
協
や
区
の
取
り
組
み
も
参
考
に
、
研

究
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
生
垣
設
置
補
助
金
の
条
件
緩
和
に
つ
い
て

な
ぜ
若
者
や
子
ど
も
が

少
な
い
の
か
？

無所属
橋本 裕二

このバランスで地域社会は持続可能なのか？

　
問	

部
活
動
地
域
移
行
の
目
標
取
り
組
み
は
。

市
長	

部
活
動
に
集
中
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

教
長	

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
思
い
切
り
打

ち
込
め
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　
問	

市
内
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
は
。

教
部	

休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。
経
済
的
理
由
で
取
り
組

め
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
支
援
す
る
。

　
問	

市
内
小
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
は
。

教
部	

今
後
課
題
を
整
理
し
て
研
究
し
て
い
く
。

　
問	

ス
マ
ホ
依
存
対
策
の
目
標
取
り
組
み
は
。

市
長	

家
庭
が
予
防
す
る
必
要
が
あ
る
。
学
校

で
は
学
ぶ
機
会
を
設
け
た
り
啓
発
す
る
。

教
長	

学
習
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。
注
意
喚

起
の
情
報
を
常
に
発
信
し
て
い
る
。

　
問	

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
使
用
の
実
態
と
心
身

へ
の
影
響
や
ト
ラ
ブ
ル
等
は
。

教
部	

小
学
生
は
所
持
率
が
高
く
な
り
、
中
学

生
は
使
用
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

保
健	

ス
マ
ホ
依
存
症
を
含
む
心
の
病
気
は
、

保
健
師
が
相
談
な
ど
に
応
じ
て
い
る
。

　
問	

再
配
置
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
個
別
に
判
断
す
る
。

総
務	

新
た
な
計
画
の
下
で
議
論
す
る
。

　
問	

コ
テ
ー
ジ
、
天
文
台
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
が
あ
る
長
峰
山
天
平
の
森
の

存
続
を
。

商
工	

積
極
的
に
民
間
活
力
を
活
用
し
な
が
ら
、

こ
の
一
帯
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
問	

常
念
い
こ
い
の
広
場
の
存
続
の
検
討
を
。

農
林	

森
の
家
は
宿
泊
棟
を
残
し
解
体
の
予
定
。

　
問	

常
念
岳
ま
で
の
最
短
ル
ー
ト
の
出
発
地

	

点
の
冷
沢
小
屋
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

農
林	

令
和
５
年
度
に
取
り
壊
し
の
予
定
。

市
内
小
中
学
校
の
部
活
動
の

地
域
移
行
は

政和クラブ
林　 孝彦

部活動の地域移行のモデル校
堀金中学校

譲
渡
又
は
廃
止
の
天
平
の
森
と
常
念
い

こ
い
の
広
場
と
冷つ

め
た
ざ
わ沢
小
屋
の
再
配
置
は

市
内
小
中
学
生
の
ス
マ
ホ
依
存
対
策
を

無所属
小林 純子

　
問	

令
和
４
年
版
「
子
ど
も
の
か
ら
だ
と
心
・

白
書
」
に
、「
香
害
」
と
化
学
物
質
の
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
香
害
は

公
害
と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
だ
。
実
効
性
の
あ
る
香
害
対
策
に

向
け
て
早
急
に
実
態
調
査
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
部	

化
学
物
質
に
よ
る
香
害
を
含
め
、
音
や

光
等
の
環
境
の
刺
激
に
敏
感
な
児
童
生

徒
に
つ
い
て
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を
行
う
必
要

を
感
じ
て
い
る
。
小
中
学
校
の
全
児
童
・

生
徒
が
対
象
の
保
健
調
査
票
に
、
感
覚

過
敏
、
化
学
物
質
過
敏
症
等
の
項
目
を

設
け
保
護
者
に
記
述
し
て
も
ら
う
こ
と

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
や
貸
付
け
は
、

財
務
規
則
に
「
良
好
な
状
況
で
維
持
及

び
保
持
を
し
、
経
済
的
か
つ
効
果
的
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
利
用
・
活
用
状
況
は
。

総
務	

令
和
３
年
度
の
実
績
で
は
、
行
政
財
産

の
目
的
外
使
用
は
１
０
６
件
で
、
土
地

等
の
目
的
外
使
用
料
で
４
９
０
万
円
余

り
。
庁
舎
に
設
置
し
て
い
る
自
動
販
売

機
の
設
置
料
が
２
８
０
万
円
ほ
ど
。
総

額
７
７
０
万
円
余
り
で
あ
る
。

　
問	

行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
で
不
適
切
な

手
続
き
等
の
問
題
は
な
い
か
。

総
務	

本
庁
舎
の
フ
ロ
ア
を
貸
し
て
い
る
団
体

に
つ
い
て
該
当
す
る
11
団
体
中
、
６
団

体
に
お
い
て
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　
問	

関
係
部
署
と
財
産
管
理
課
の
連
携
が
取

れ
ず
、
結
果
と
し
て
タ
ダ
で
貸
し
て
い

る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

手
続
き
の
統
一
的
な
考
え
方
を
共
有
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務	

今
後
、
対
処
方
法
を
整
理
し
、
再
発
防

止
に
努
め
る
。

子ども白書に「不登校の原因に香害か」の報告が

子
ど
も
の
香
害
対
策

行
政
財
産
使
用
を
適
切
に

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部
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12 月
定例会 市政のここが聴きたい!!

れ
て
い
な
い
統
合
失
調
症
。
当
事
者
と

サ
ポ
ー
ト
す
る
家
族
の
ケ
ア
が
必
要
。

問
題
は
親
亡
き
後
で
あ
る
。
支
え
合

う
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築
と
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
活
用
の
考
え
は
。

福
祉	

障
が
い
者
と
そ
の
家
族
が
互
い
の
悩
み

を
共
有
し
、
交
流
会
活
動
を
通
し
て
支

え
合
う
活
動
を
し
て
い
る
団
体
に
対
し
、

補
助
金
交
付
、
広
報
等
の
活
動
支
援
を

し
て
い
る
。
団
体
支
援
を
通
し
て
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
推
進
す
る
。
親
亡
き

後
を
見
据
え
て
、
福
祉
制
度
を
活
用
し
、

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
支
援
体
制
に
今
後
も
努
め
る
。

　
問	

代
々
続
く
農
業
を
継
ぐ
人
が
年
々
減
少

し
て
い
る
現
状
に
、
市
と
し
て
、
担
い

手
支
援
、
耕
作
放
棄
地
防
止
等
、
安
曇

野
の
農
業
を
守
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
安
曇
野

の
農
地
を
守
る
た
め
に
異
業
種
農
業
法

人
（
様
々
な
業
種
の
有
名
企
業
本
体
の

グ
ル
ー
プ
・
子
会
社
等
の
農
業
法
人
）

の
参
入
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を

提
起
し
、
市
長
に
伺
う
。

市
長	

異
業
種
か
ら
農
業
に
参
入
す
る
法
人
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
の

実
情
に
合
わ
せ
た
、
地
域
の
合
意
形
成

の
下
で
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

農
業
経
営
者
の
減
少
が
進
む
現
状
に
お

い
て
、
地
域
と
企
業
の
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
と
な
る
新
規
参
入
に
結
び
つ
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
大
変
に
望
ま
し
い
こ
と

で
あ
る
。

　
問	

法
人
受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林	

受
け
入
れ
地
域
、
双
方
の
実
情
に
応
じ

た
細
や
か
で
柔
軟
な
支
援
に
努
め
る
。

　
問	

珍
し
く
な
い
病
気
な
の
に
あ
ま
り
知
ら

　
問	

令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た
、
今
後
５

年
間
を
計
画
と
す
る
第
三
次
安
曇
野
市

農
業
・
農
村
振
興
基
本
計
画
で
、
市
長

は
、
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
「
安
曇

野
の
田
園
風
景
」
の
バ
ト
ン
を
次
世
代

へ
、
と
題
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
が
で

き
て
８
カ
月
が
経
過
し
、
年
間
の
主
要

な
農
産
物
の
収
穫
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
。

現
時
点
で
の
計
画
の
進
み
具
合
や
評
価
、

ま
た
、
市
長
に
な
っ
て
１
年
が
経
過
し
、

現
在
の
状
況
、
情
勢
に
つ
い
て
、
安
曇

野
市
の
農
業
に
対
す
る
考
え
や
思
い
は
。

市
長	

３
つ
の
施
策
の
柱
の
う
ち
「
稼
ぐ
」
で

	

は
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
・
県
の
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｎ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
強
化
や
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
の
協
働
に
よ
る
「
あ
ず
さ
マ

ル
シ
ェ
」
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
安

曇
野
食
材
を
使
っ
た
和
食
と
フ
ラ
ン
ス

料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
発
表

す
る
な
ど
、
様
々
な
形
で
農
産
物
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
捗
し

て
い
る
。
常
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
農
産
物
の
活
性
化
、
生
産
か
ら

販
売
ま
で
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

　
問	

肥
料
・
燃
料
価
格
高
騰
に
対
し
て
国
・

県
の
支
援
対
策
に
上
乗
せ
、
ま
た
は
、

単
独
で
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

農
林	

国
・
県
の
肥
料
高
騰
対
策
補
助
の
推
進

を
図
り
、
市
単
独
で
の
補
助
は
今
す
ぐ

に
実
施
で
き
な
い
。
県
内
他
市
町
村
の

状
況
も
様
々
な
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

　
問	

化
学
肥
料
低
減
に
向
け
て
、
有
機
質
肥

料
等
を
供
給
す
る
事
業
や
シ
ス
テ
ム
、

拠
点
な
ど
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

農
林	

三
郷
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
に
伴
い

閉
鎖
す
る
が
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
有

機
肥
料
の
供
給
等
拠
点
整
備
を
含
め
て

研
究
し
た
い
。

　
問	

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み

が
加
速
す
る
一
方
、
太
陽
光
発
電
施
設

の
開
発
は
自
然
景
観
や
生
活
環
境
を
損

な
う
可
能
性
が
あ
り
、
不
正
な
事
業
者

が
地
域
を
侵
食
す
る
事
例
も
あ
る
。
推

進
の
影
に
は
落
と
し
穴
が
あ
り
、
未
然

に
塞
ぐ
必
要
が
あ
る
。
促
進
あ
る
い
は

規
制
は
現
条
例
で
対
応
で
き
て
い
る
か
。

市
長	

太
陽
光
発
電
な
ど
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

促
進
は
基
本
的
な
考
え
だ
が
、
特
に
問

題
が
あ
る
の
は
野
立
て
の
施
設
。
今
の

ル
ー
ル
上
、
農
地
の
一
時
転
用
の
み
で

可
能
で
あ
り
、
住
民
説
明
会
、
周
辺
住

民
の
合
意
も
必
要
な
い
。
新
た
な
条
例

制
定
に
よ
る
ル
ー
ル
が
必
要
。

　
問	

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
は

太
陽
光
発
電
も
し
っ
か
り
と
進
め
る
こ

と
も
必
要
。
ど
う
推
進
す
る
の
か
。

生
活	

Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
の
展
開
等
に
よ
り
、
屋
根

置
き
の
設
備
設
置
を
促
進
す
る
。

　
問	

明
科
地
域
の
過
疎
対
策
計
画
は
、
や
が

て
他
地
域
に
も
起
こ
り
得
る
過
疎
の
状

況
に
ど
う
取
り
組
み
、
課
題
解
決
し
て

い
く
か
試
金
石
に
な
る
。
明
科
の
様
々

な
拠
点
の
相
乗
効
果
を
上
げ
る
た
め
、

潤
滑
油
的
な
役
割
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
配
置
を
提
案
す
る
が
。

政
策	

大
変
有
益
な
提
案
。
検
討
を
進
め
る
。

　
問	

明
科
北
こ
ど
も
園
と
明
北
小
で
は
、
自

然
保
育
で
培
っ
た
育
ち
を
更
に
伸
ば
す

総
合
学
習
に
重
点
を
置
き
、
幼
小
接
続

に
継
続
性
・
一
貫
性
を
持
た
せ
て
は
。

教
長	

明
科
北
こ
ど
も
園
で
の
学
び
を
明
北
小

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
大
切
。

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
の
連
携
で
、
こ

こ
で
し
か
学
べ
な
い
、
こ
こ
だ
か
ら
こ

そ
学
べ
る
、
そ
う
い
っ
た
特
色
の
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

　
問	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
令
和

４
年
９
月
か
ら
11
月
の
感
染
状
況
は
。

保
健	

全
数
把
握
の
簡
略
化
に
よ
り
、
令
和
４

年
９
月
26
日
か
ら
安
曇
野
市
の
感
染
状

況
は
把
握
で
き
な
い
。

教
部	

第
７
波
と
比
べ
て
認
定
こ
ど
も
園
は
約

２
倍
、
小
中
学
校
は
約
３
倍
で
あ
る
。

　
問	

令
和
４
年
11
月
の
市
の
感
染
者
数
推
計

は
過
去
最
高
で
、
実
際
の
感
染
者
数
は

こ
の
２
倍
以
上
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま

で
以
上
の
感
染
抑
止
対
策
を
伺
う
。

商
工	

宿
泊
施
設
と
飲
食
店
へ
、
コ
ロ
ナ
対
策

推
進
宣
言
の
店
へ
の
登
録
を
促
し
た
い
。

　
問	

県
の
無
料
検
査
の
期
限
延
長
を
求
め
る

と
と
も
に
、
抗
原
検
査
を
学
校
、
病
院
、

福
祉
施
設
、
観
光
飲
食
施
設
に
お
い
て

市
独
自
で
も
行
い
、
県
や
国
に
も
働
き

か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉	

介
護
事
業
所
に
対
し
、
県
の
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
の
配
布
事
業
等
を
活
用
し
た
い
。

　
問	

県
内
で
連
日
、
集
団
感
染
が
発
生
し
て

い
る
高
齢
者
施
設
や
医
療
機
関
に
対
す

る
対
策
を
伺
う
。

福
祉	

介
護
事
業
所
の
陽
性
者
に
対
し
て
、
感

染
防
止
の
衛
生
用
品
を
提
供
し
て
い
る
。

保
健	

県
の
取
り
組
み
の
周
知
、
相
談
者
へ
の

対
応
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
す
る
。

　
問	

市
と
し
て
無
料
化
に
踏
み
出
し
、
県
や

国
に
支
援
を
要
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
部	

す
ぐ
に
無
料
化
は
困
難
で
あ
る
。
値
上

げ
分
の
公
費
負
担
は
検
討
す
る
。

　
問	

地
産
地
消
、
安
心
・
安
全
な
給
食
、
食

育
充
実
と
一
体
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

教
部	

Ｊ
Ａ
や
農
政
部
局
と
連
携
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
肥
料
・
飼
料
の
価
格
高
騰
対
策

〇
統
一
協
会
に
よ
る
組
織
的
重
大
被
害

一 般 質 問

※
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
…
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
人
た
ち
同
士
で
支
え
あ
う
活
動
の
こ
と
。

※
Ｐ
Ｐ
Ａ
（Pow

er	Purchase	A
greem

ent

：
電
力
販
売
契
約
）
…	

施
設
所
有
者
が
提
供
す
る
屋
根
な
ど
に
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
所
有
や
管
理
を
行
う
事
業
者
が
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

　

そ
こ
で
発
電
さ
れ
た
電
力
を
そ
の
施
設
の
電
力
使
用
者
に
有
償
提
供
す
る
仕
組
み
の
こ
と
。

※

「
統
合
失
調
症
」
当
事
者
と
家
族

無所属
内川 集雄

異
業
種
農
業
法
人
参
入
で

安
曇
野
の
農
地
を
守
る

異業種法人が耕作をする田沢地域の農地

政和クラブ
中村 芳朗

新宿駅で行った農産物販売
「あずさマルシェ」

感染爆発の第 8 波をどう抑えるか

農
業
政
策
に
つ
い
て
肥
料
・

燃
料
価
格
高
騰
対
策
は

無所属
増田 望三郎

探求学習に力を入れる伊那市立伊那小学校

太
陽
光
発
電
推
進
の

落
と
し
穴
を
塞ふ

さ

ぐ

過
去
最
悪
の
第
８
波

介
護
・
医
療
対
策
を

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

小
中
学
校
給
食
費
の
無
料
化
を

明
科
の
未
来
は
安
曇
野
の
未
来

※
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中 学 生 議 会、 開 催！
令和 4 年 11 月 23 日、市議会議場において、中学生議員の皆さんが、市政に対し熱い提案をぶつけ
ました。

議場は緊張する空間ですが、堂々としていて格好良かったです！
市議会としても、皆さんの思いを共有し、がんばります！

　令和４年 12 月 22 日開催の全員協議会で、議長は全議員対象に旧統一教会との関わりを調査し
た結果を報告し、３議員に意図せず接点があったと公表しました。
　市内で開かれた市教育委員会後援の「女子留学生日本語弁論大会」に、旧統一教会の関連団体主
催とは知らずに、一私人として参加した林孝彦議員、有志議員主催の誰もが参加できる議員活動報
告会に旧統一教会関係者が参加していたことがある、とした増田望三郎議員と小林純子議員です。
　市議会は今後、旧統一教会や関連団体との関係を一切持たないことを全会一致で確認し、予期せ
ず関わりを持った場合でも速やかに議長に報告することとしました。

旧統一教会と議員との関係について調査結果を公表

　
問	

県
道
３
０
７
号
下
木
戸
有
明
停
車
場
線

は
、
穂
高
北
小
学
校
に
通
う
児
童
の
指

定
通
学
路
だ
が
、
カ
ー
ブ
が
続
き
、
道

が
細
く
、
見
通
し
が
悪
く
、
横
断
歩
道

も
な
く
、
周
辺
住
民
か
ら
も
安
心
し
て

歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
声
を
聞

く
。
今
後
の
安
全
確
保
の
方
向
性
は
。

建
設	

歩
行
者
の
安
全
確
保
は
地
域
の
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
地
元
区
か
ら
も
歩
道

整
備
な
ど
交
通
安
全
対
策
の
要
望
が
あ

り
、
市
で
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
安

曇
野
建
設
事
務
所
に
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
県
で
は
車
の
速
度
抑
制
を
図
る
対

策
と
し
て
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
た

が
、
地
元
や
関
係
者
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
予
定
。

　
問	

新
田
中
交
差
点
周
辺
は
、
豊
科
北
小
学

校
に
通
う
児
童
の
指
定
通
学
路
だ
が
、

市
道
の
狭
さ
と
事
業
開
発
工
事
着
工
に

よ
り
、
通
学
路
の
安
全
確
保
が
困
難
に

な
り
指
定
通
学
路
解
除
と
な
っ
た
。
こ

の
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
深

刻
に
、
切
実
に
、
痛
切
に
安
全
を
求
め

る
保
護
者
の
思
い
を
肌
で
感
じ
た
。
こ

こ
は
30
年
以
上
に
わ
た
り
市
道
拡
幅
に

よ
る
通
学
路
の
安
全
確
保
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
見
解
は
。

教
長	

関
係
す
る
保
護
者
の
人
々
が
通
学
路
の

整
備
に
つ
い
て
心
配
や
不
安
を
抱
い
て

い
る
こ
と
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
新
田
中
交
差
点
の
安
全
な
通
学
路

の
確
保
に
努
め
る
。

　
問	
市
長
の
見
解
は
。

市
長	
生
徒
児
童
が
、
本
当
に
安
全
に
安
心
し

て
通
行
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
、
市
を
挙
げ

て
粘
り
強
く
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
。

県
道
３
０
７
号
線
と
新し

ん
で
ん
な
か

田
中

交
差
点
周
辺
の
改
善
を

無所属
増井 裕壽

安全な新田中交差点と通学路の実現が求められる

一 般 質 問

訃 報
　召田義人議員が令和４年11月12日にお亡くなりになりました。享年76歳で
した。
　第７代議長のほか、建設水道委員会・経済建設委員会の委員長、及び監査
委員を歴任され、ご尽力されました。
　心から哀悼の意を表します。

議会だよりモニター				　募集 !!

活動内容    ・議会だよりについての意見
    ・議会だよりに関するアンケート等に回答
    ・モニター座談会への参加

定　　員    20 人以内

対　　象    市内に住所を有する中学生以上（令和５年４月１日時点）の人

任　　期    令和５年４月１日から令和６年３月 31 日まで

申し込み    ３月１日（水）までに申込書を持参、郵送、ファックス、電子メール
により、議会事務局へ提出してください。

     申込書は議会事務局窓口・議会ホームページから入手できます。

申し込み先 安曇野市議会事務局  
   住所：〒 399-8281 安曇野市豊科 6000 番地　　電話：0263-71-2156　ファックス：0263-71-2150
   E-mail：gikai@city .azumino.nagano. jp
   ※議会だよりモニターには報酬等はありません。
   ※ご意見は紙面づくりに使用し、匿名で公表させていただく場合があります。

募集要項
議会だよりの紙面づくりに

あなたの声を !!
ご応募お待ちしています

大

① 安曇野の大地と一体になり深掘りして魅力を PR しよう  豊科北中学校  

② 安曇野市の自然環境について  三郷中学校  

③ 人生 100 年時代 「安曇野　人生の楽園計画」  穂高東中学校  

④ 安曇野で生活していた人が戻ってきたいと思える地域にしていくために  堀金中学校 

ま ち づ く り

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

市教育委員会主催 詳細は市HPへ

23
安曇野市議会だより    第 69 号 AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2023.2.15

22
安曇野市議会だより    第 69 号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2023.2.15



ずくだせ！議会だより

中
学
生
議
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と

や
思
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
中
学
生
議
会

へ
要
望
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
中
学
生
議
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ

と
や
思
っ
た
こ
と
を
二
つ
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
曇
野
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
や
、
中
学
生
が
聴
く
こ
と
の
で

き
な
い
市
の
職
員
の
方
の
声
を
、
中
学
生
議
会
で

聴
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
現
在

行
っ
て
い
る
活
動
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。他

校
の
発
表
を
聴
き
、
堀
金
中
の

発
表
と
は
違
う
観
点
で
安
曇
野
に

つ
い
て
学
び
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
た
ち
の
学
校
は
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
い

う
観
点
で
安
曇
野
の
将
来
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
し
か
し
他
校
の
発
表
で
は
「
自
然
」
に
つ
い

て
や
「
生
物
」「
人
生
」
と
い
う
観
点
で
発
表
を

し
て
い
ま
し
た
。
様
々
な
観
点
か
ら
安
曇
野
に
つ

い
て
よ
り
深
く
知
り
、
広
い
視
野
で
安
曇
野
の
未

来
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
中
学
生
議
会
へ
の
要
望
に
移

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
中
学
生
議

会
の
閉
会
時
に
教
育
長
さ
ん
が
仰
っ
て
い
た
「
今

年
度
は
学
年
の
枠
を
外
し
て
行
っ
た
」
と
い
う
一

言
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
こ

の
先
も
中
学
生
議
会
へ
の
参
加
学
年
は
指
定
を
せ

ず
に
行
っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
理
由
は
、
生
徒
が
自
ら
他
学
年
と
の
意

見
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
安
曇
野
を
よ
り
豊
か

に
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

要
望
し

た
こ
と

以
外
に
も
様
々

な
こ
と
を
取
り

入
れ
て
い
け
ば
、

安
曇
野
が
ど
ん

ど
ん
豊
か
に
な

っ
て
い
く
と
思

い
ま
し
た
。

　70 歳以上の全国公募による美術展、第９回「老
いるほど若くなる」が松本市美術館で 2023 年２
月 18 日～３月 26 日に開催されます。年齢を重
ねたからこそ描ける力強いメッセージが 50 号の
キャンバスに広がり、観る者を圧倒します。
　さて、「議会だより」の編集に若い力が加わり
とても心強いです。私もまだまだ頑張ります！

委員　猪狩 久美子　

　過日、穂高神社で開催されました安曇野
神
かみあかり

竹灯。写真撮影が趣味の一つの私も、紛れて
伺いました。いかがでしょうか。今後、紙面へ
のアクセントにも、この趣味を活かせればと考
えたりもします。
　いやしかし、スマホ
のカメラの性能には新
機種が発表される度に
驚かされますね。

委員　矢澤 毅彦　

議会広報特別委員会
　委 員 長　小林純子　副委員長　辻谷洋一
　委 　 員　矢澤毅彦　大竹啓正　岡村典明　　橋本裕二
　　　　　　臼井泰彦　中村今朝子　井出勝正　猪狩久美子

福田  芙美香さん

（堀金中学校２年）

3月議会　定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの締め切りは、開会
日の原則 10日前です。開会時間は本会議 10：00・常任委員会 9：00　
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
新型コロナウイルス対応のため、無料の託児サービスは現在休止中です。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
行為の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』

http://w
w

w
. city. azum

ino. nagano. jp/site/gikai/
E-m

ail : gikai@
city. azum

ino. nagano. jp

中
学
生
議
会
に
参
加
し
て

キャリアフェスティバルにて
事業所の方に「質問です」

私
は
、
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二
つ
目
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で
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私
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目
は
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